
 令和元年　　第４３回　

 　　　兼　県体出場予選会　　実施要項

主 催 埼弓連　西部支部

主 管 所沢市弓道連盟

後 援 読売新聞さいたま支局

期日・日程 令和元年 ８月 ４日（日）

開 館 　８：００

受 付 　８：１０　～ 　８：４５

開 会 式 　９：１５　～ 　９：５０　（矢渡を含む）

競 技 １０：００　～ １５：３０　（準備が整い次第開始）

閉 会 式
（表彰式）

１５：４０　～ １６：００　（予定）

会 場 所沢市民武道館　（04‐2943-2295)

参 加 資 格 西部支部会員、但し高体連加盟の高校弓道部は除く

競 技 方 法 １）全日本弓道連盟競技規則に準ずる

２）全て立射　３人立４射場

３）射数

　（1）読売新聞さいたま支局杯争奪戦　　（県体予選と寿射会を兼ねる）

　　　  近的個人戦　四つ矢２回  計８射

　　　  優勝決定戦は射詰（５射目から２４ｃｍ的）、その他は遠近法による。

　（2）県体予選

　　　　近的団体戦　３人１チーム　計２４射

　　　　同中は一人１射　計３射の競射とし、２回で決しない場合は代表者１名

　　　　で遠近競射。

※ 射数は参加人数により変更も有り得る。

※ 読売新聞さいたま支局杯争奪戦・寿射会（個人戦）のみの参加も可

　（県体予選不参加）

種 別 ・・・・部門分けなし

（２）県体予選　　　 ・・・・参段以下、　四・五段、　女子、　称号者の４部門

県体チーム構成

チーム構成方法は「県弓道大会要領」に沿って編成のこと。

〇同一市町村居住者でのチーム構成を原則とする。

　 選手不足で同一市町村の構成が困難な時は支部内であれば他市町道場

    との混成も可能。

〇同一チーム内の大学生（一般会員）は２名以下とする。

表 彰 （１）読売新聞さいたま支局杯争奪戦

　　　　優勝 優勝杯

読売新聞さいたま支局杯争奪弓道大会　兼　寿射会

（１）読売新聞さいたま
　　 支局杯争奪戦



（前年優勝者　レプリカ贈呈： 読売新聞埼玉支局）

　　　　１位～  ３位 賞状

　　　　１位～１０位 メダル （読売新聞埼玉支局）

　　　　１位～１５位 賞品

（２）県体出場予選 各部門上位３チーム（計１２チーム）を選抜

（３）寿射会　　　

　　　　 大会当日現在、満６８歳以上が対象。

　　　　 種別 寿Ａ　　６８歳～７２歳　 １位～３位 賞品

寿Ｂ　　７３歳以上　 １位～３位 賞品

　　　　 ※同中の場合は生年月日の早い者を上位とする。

参 加 申 込 ・所定の用紙に種別、チーム名（団体戦）、氏名、所属、居住地を記入のうえ

  各道場毎に取り纏め、メールで申込み。（別紙記入例参照）

・申込先：支部競技委員 所沢市弓道連盟　廣瀬雅孝様　宛（受付担当道場）

・申込締切日：令和元年７月１９日（金）

　（例　：「所沢A」・「所沢B」・「所沢弓友会A」・「所沢弓友会B」等）

・寿射会参加希望者は、申込用紙に寿Ａ、寿Ｂの別と満年齢、および生年月日

　を記入願います。

大会役員及び役割分担

西部支部長　　池谷　茂

大会委員長 競技委員長　　花井　俊則

各役割分担は支部長が以下のとおり委嘱する。

会 場 設 営 所沢 記 録 和光

受 付 所沢 招 集 朝霞

駐 車 場 新座 賞品準備 朝霞

進 行 富士見 矢渡介添 ふじみ野
的 前 ・ 看

的
三芳 審 判 支部長が当日委嘱する

その他   （１）主催者は、傷害保障責任等は一切負いません。参加者はレクリエーション等

　の傷害保険に加入する等、自己責任で対処願います。

（２）当日は気温上昇が予想されます。各自で体調管理をお願いします。

（３）武道館駐車場利用は駐車券所有車両のみとします。駐車券の無い車両は

　給食センターなどに駐車願います。

（４）当日、弓具の取り違えがないように、また、各自荷物の管理をお願いします。

（５）トレーサビリティ証明書を必要とする矢羽の矢の使用者は、その矢のトレーサ

　ビリティ証明書を携行してください。

大会会長

・同じチーム名がある場合は、受付担当道場で符号を付加します。


